
・新庄市役所～国道３４４号交差点間の国道１３号の平均旅行速度
現況（通常期）：43km/h → 整備後：53km/h （ 5分短縮）
現況（運搬排雪時）：35km/h → 整備後：44km/h （ 6分短縮）

・都市間移動の速達性向上により、工場等の立地条件が 
 改善することで、企業進出と雇用を喚起 

28 
30 

33 34 34 35  34 
36  37 

39 39 39 39 38 37 

40 
42 

64 

71 72 72 73 73  73  74  75 
77 77 77 77 77 78 79 

50

55

60

65

70

75

80

20

25

30

35

40

45

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

分
譲
率
（
％
）

工
場
立
地
数
（
件
）

（年度） 

・不定期に頻発する運搬排雪による交通機能の低下を解消することで、天候に左右されない日常生活の円滑な移動を確保 
・福島市～山形県北地域を結ぶ高速ネットワークが延伸されることで、工場等の立地条件が改善し企業進出と雇用を喚起 

2014/8/29

【通常期】

・金山町、真室川町の重篤患者は、新庄市内の第二次医療

施設に 搬送されている。

・特に冬期は、雪堤による幅員減少のため追越しが困難と

なるため、速達性の確保と安静搬送が課題。（写真２）

2014/01/20

写真２ 幅員減少時の救急搬送の状況

一般国道13号（東北中央自動車道） 新庄金山道路に係る新規事業採択時評価 
しんじょうかねやま 

2014/12/22

写真２ 幅員減少時の追越し困難な状況

至 新庄市

至 湯沢市

３．整備効果 
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図６ 積雪深と運搬排雪実施日の状況

12月 1月 2月 3月

積
雪
深

厳冬期間中、約４割は、現道の何
処かで運搬排雪作業による片側
交互通行規制を実施している。
また、実施日は不定期。

運搬排雪（29日）

運搬排雪実施日
（平成25年度）

厳冬期（12月20日～2月28日）
72日間

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

※１： EIRR：経済的内部収益率 
※２：基準年（H26年）における現在価値記入（現在価値算出のための社会的割引率：４％） 

B/C EIRR※1 総費用：140億円※2 総便益：175億円※2 

1.3 5.4% 
 ・事 業 費：121億円 

 ・維持管理費： 18億円 

・走行時間短縮便益：121億円 

・走行費用減少便益：  38億円 

・交通事故減少便益： 16億円 

効果１ 積雪期の交通機能の確保 ［◎］ 

滞留長：0m

出典：工場立地動向調査(H25)

図６ 企業は近接性を重視して工場を立地

本社・他の自社工場

への近接性

関連企業への

近接性

地価
市場への近接性

国・地方自治体

の助成

その他
26%

9%

9%
9%7%

41%

図８ 工場立地が進む新庄中核工業団地

出典：新庄市商工観光課 

１．事業概要 

乗用車 小型貨物 普通貨物 

約5,100台/日 約1,100台/日 約2,200台/日 

・起  終  点 ：山形県新庄市大字昭和～ 

山形県最上郡金山町大字朴山 

・延   長  等 ：５．８ｋｍ 
（第1種3級、2車線、設計速度80km/h） 

・全体事業費 ： 約１７５億円 

・計画交通量 ： 約８，４００台/日 

もがみぐん やまがたけん かねやままちおおあざほおやま 

・金山町には食料品や日用雑貨等を購入するスーパー等の商業施設がなく、住民の約７割が新庄市

で日常的買い物

・しかし、冬期の堆雪や運搬排雪に伴う道路交通機能の低下により、日常生活の移動に支障

かねやままち

やまがたけん しんじょうし しょうわ おおあざ 

図１ 広域図 

新庄金山道路 
しんじょうかねやま 
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院内道路3.0ｋｍ 
(事業中) 

H28開通予定 

  しゅねざか 
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H20.3全線開通 

  ゆざわよこて 
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 事業中区間 
 未事業化区間 
 対象区間  

しんじょうかねやま 

新庄金山道路 
5.8ｋｍ 

凡  例 

写真１ 堆雪によるすれ違い困難

至 新庄市

至 湯沢市

2014/12/26

運搬排雪 29日
(のべ207時間）

この図をやめて、新庄中核
団地と高規格の整備状況
が分かる図にすべきでは
ないか
ついでに新庄市役所と金
山町役場の位置も

工場立地数が伸びている
のはいいと思うが、事業所
数が落ち込んでいるのを

示す理由は何？

②H18.11開通 ③H26.11開通

図２ 事業位置図 

①H11.11開通 

図５ 減少する金山町の事業所数と新庄市に流出する従業者 
・金山町は、日常生活で新

庄市との結びつきが強い

が、運搬排雪の実施が読

めないため時間信頼性が

低下し、日常の移動に支障

をきたしている。（図６）

図３ 新庄市～湯沢市間における
ＪＲ奥羽本線の運休本数

・降雪などの天候に左右されない時間信頼性を向上させることで、住民生活の安心な移動を確保

・福島市～山形市～最上地域を結ぶ速達性が延伸されることで、企業誘致を支援し地域の雇用の確保に貢献

図６ 国道事務所毎の運搬排雪区間延長と
管内直轄道路の運搬排雪区間延長割合※
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長井市今泉

※高屋道路並行区間を除く

当該区間の運搬排雪延長
割合は管内で最も高い山形河川

国道事務所

16%

14%

5%

都道府県 事務所名 運搬排雪対象延長

北海道

千歳道路事務所 24km

318km

滝川道路事務所 42km

深川道路事務所 61km

岩見沢道路事務所 68km
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山形河川国道事務所 121km
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酒田河川国道事務所 11km

秋田

秋田河川国道事務所 11km

79㎞湯沢河川国道事務所 65km

能代河川国道事務所 3㎞

新潟 長岡国道事務所 43km 43km

青森 青森河川国道事務所 17km 17km

岩手
岩手河川国道事務所 13km

13km
三陸国道事務所 0km

福島 郡山国道事務所 10km 10km

宮城県 仙台河川国道事務所 0km 0km

山形県が本州1位
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42%

・金山町は、日常生活で新

庄市との結びつきが強い

が、運搬排雪の実施が読

めないため時間信頼性が

低下し、日常の移動に支障

をきたしている。（図６）

・現道は、人家連担部にて堆雪幅が不足しており、片側交互通行規制を伴う運搬排雪が必要。（写真２）

・山形県の直轄国道の運搬排雪延長は本州１位であり、現道の運搬排雪区間の延長割合は県内１位。

10%

72%

8% 10%

新庄市

真室川町

金山町その他

図６ 金山町の買物流動
出典：山形県買物動向調査（H24）
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図８ 高速道路ネットワークの整備状況
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②人口減少・地域外への流出が進む中山間地域の維持

効果２ 企業進出・雇用の喚起 [◎] 
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図７ 高速道路に近接する 
 新庄中核工業団地
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凡 例 
 高速道路 
 （開通済み） 
 （事業中） 
 国道 

②地域社会

出典：（現況）通常期は民間ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ（H25.10）、冬期は民間ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ(H26.1)
（整備後）整備済区間である尾花沢新庄道路に並行の国道13号現道速度を使用

福島県

相馬福島道路（霊山～福島）
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相馬福島道路（霊山～福島）
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図６ 商業施設等の移転に伴う日常生活圏の変化
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食料品店

自宅
食料品店

町内唯一の生鮮食料品店が
新庄市に移転

・不定期に頻発する運搬排雪による交通機能の低下を解消することで、天候に左右されない日常生活の円滑な移動を確保
・福島市～山形県北地域を結ぶ高速ネットワークが延伸されることで、工場等の立地条件が改善し企業誘致を支援
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 (出典：国勢調査、工業統計(H12～)) 
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図６ 新庄市に依存する 
  金山町の買物流動 

出典：山形県買物動向調査 
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２．課題 
➀積雪期の著しい交通機能の低下 

・当該箇所の最上地域は県内有数の豪雪地帯 

・冬期は堆雪により道幅が狭くなり、速度低下に伴う渋滞が発

生、交通の定時性・速達性が低下（写真１、図３） 

・通行規制を伴う運搬排雪区間の延長は、並行現道の約半分 

（直轄国道の運搬排雪延長は山形県が本州１位） 

・運搬排雪は、天候等により不特定の日時に行われるため、

利用者は通行規制を想定した行動を常に強いられている

（写真２、図４） 

もがみ 

かねやま 

写真１ 堆雪によるすれ違い困難 

至 新庄市 

至 湯沢市 2014/12/26 

図４ 不定期に頻発する運搬排雪 
に伴う通行規制（H25年度） 

12月 1月 2月 3月 

降雪深（cm） 運搬排雪実施日 

写真２ 運搬排雪※に伴う通行規制 

図４ 通常期、冬期の所要時間の変化

出典：当該箇所の民間プローブデータ

（通常期：H24.4～H24.11、冬期：H24.12～H25.03）
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図３ 冬期走行速度の低下と運搬排雪区間 

運搬排雪区間 運搬排雪区間 

主要渋滞区間 

通行止め箇所 
（H16.4～H26.3） 

主要渋滞箇所 

 金山町   新庄市  運搬排雪区間 

 0～20Km/h 
20～30Km/h 
30～40Km/h 
40～50Km/h 
50Km/h以上 

集落 
都市計画用途区域 

出典：プローブデータ  ［通常期］H25.4～H25.11の平均、 
            ［冬期］H25.1降雪日の値 

0 2㎞ 

車道幅員（m） 8.5 8.0～8.5 7.5 8.0～8.5 7.3 

※道路脇に堆雪した雪を除雪機械で切り崩し、 
トラックに積込み、運搬除去する作業 

出典：現況（通常期）：国道13号（新庄市役所～国道344号交差点）のプローブデータ（H25.10） 
    現況（運搬排雪時）：国道13号（新庄市役所～国道344号交差点）のプローブデータ(H26.1の運搬排雪実施日） 
    整備後（通常期）：昭和～国道344号交差点間のみ新庄金山道路の80㎞/hを使用 
    整備後（運搬排雪時）：昭和～国道344号交差点のみ開通済区間の尾花沢新庄道路のプローブデータ 

 （H26.1の運搬排雪実施日）を使用 
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付
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の
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2014/12/23 至 新庄市 

至 湯沢市 

運搬排雪実施日２９日 

・通行規制を伴う運搬排雪区間の延長は、並行現道の約半分

（直轄国道の運搬排雪延長は山形県が本州１位）

・運搬排雪は、天候等により不特定の日時に行われるため、

利用者は通行規制を想定した行動を常に強いられている

（写真２、図４）

・食料品や日用雑貨等を購入する商業施設がなく、隣接市へ

依存 （図６）

・地域の生活負担の軽減、産業・雇用の創出のため、冬期の

速達性、信頼性の向上が課題

新庄市役所～国道３４４号交差点間の所要時間（高規格道を利用） 

新庄市役所～国道３４４号交差点間の所要時間（高規格道を利用）

現況（通常期）：24分 → 整備後：16分 （ 8分短縮）
現況（運搬排雪時）：29分 → 整備後：19分 （ 10分短縮)

現況（通常期）：24分 → 整備後：16分 （ 8分短縮） 
現況（運搬排雪時）：29分 → 整備後：19分 （ 10分短縮) 

・金山町では事業所が減少し、従業者も隣接市等の企業へ流出（図５） 

・食料品や日用雑貨等を購入する商業施設がなく、隣接市へ 

依存 （図６） 

・地域の生活負担の軽減、産業・雇用の創出のため、冬期の 

速達性、信頼性の向上が課題 

・高速道路ネットワークの整備により、速達性が確保され、日常生活の
円滑な移動を確保 

高規格道路の整備が進む新庄中核工業団地の実例 
（整備前） ２８企業（Ｈ１０） 
⇒ （整備後） ４２企業（Ｈ２６） 約２倍増  （図７、８）
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しょうわ かねやま

東北中央自動車（昭和～金山）における計画段階評価

もがみ

１．最上地域の課題 ２．原因分析

３．政策目標

①冬期交通環境の改善
②信頼性の高い道路ネットワークの確保
③医療施設への速達性の向上、安静搬送の実現
④地域連携の強化による観光流動等の活性化
⑤安全な道路環境の確保

②通行止めが多く企業活動に負担が大きい
○過去１０年で全面通行止めが９回発生し、その約８割
は冬期に発生。（図１）

○通行止めに伴う広域迂回により燃料費の増加などの企
業負担を強いられている。

③高次医療施設への安静搬送や速達性
が未確保

○第３次救急医療施設が遠いため、直接搬送されること
がなく、一旦、近隣の病院へ搬送され、症状によって
転院搬送される。

○そのため、搬送時間の短縮が課題で、特に冬期間は堆
雪により大型車がいると追越しが困難。（写真２）

④観光施設への速達性や定時性が未確保
○山形県では外国人宿泊客に冬期が人気。（図２）

○台湾からのチャーター便を利用した広域観光ツアーな
どもあるが、冬期の国道１３号は、移動時間が読めな
いため、周遊プランの設定の際に観光地滞在時間が短
く、周遊箇所数が減るなどの弊害がある。

■物流事業者の声
・通行止め時は、納期遅れの解消やドライバーの拘束
時間の厳守のため、大幅な迂回を強いられ、燃料費増
加などの影響がある。

■消防本部の声
・救急搬送では、時間短縮はもとより、移動中に点滴を
行う場合があるため、ブレーキによる停発進、上下の
揺れを抑えることが重要である。道路が良くなること
が最も有効と考える。

■観光課の声
・冬期は移動時間が読めず、道路の除雪等の問題もある
ことから、周遊プラン設定の際、観光地滞在時間が短
くなる恐れがあるなど、移動時間が課題となっている。

⑤冬期の重大事故の発生割合が高い

①冬期は雪による速度低下・通行規制が発生
○冬期は堆雪による幅員減少や速度低下が発生。

○運搬排雪に伴う通行規制が発生。（写真１）

［規制回数と時間(H24.12～H25.2)：38回、271時間］

写真１ 運搬排雪状況

図２ 外国人宿泊客の季節別内訳

2014/01/20

写真２ 幅員減少時の救急搬送の状況

図１ 全面通行止め状況（回数・原因）

出典：国道事務所資料（H15.4～H25.3（冬期／12～2月））
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0.7
0.4

1.4

2.9

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

３～５月 ６～８月 ９～１１月 １２～２月

(万人)
（延べ人数）

図３ 死傷事故に占める重大事故割合
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○死傷事故に占める重大事故の発生割合が高く、特に冬
期は死傷事故の約６割が重大事故。（図３）

①人家が連担し運搬排雪が必要
○人家連端部が多く、堆雪幅が確保されていないため、

堆雪除去のため通行規制を伴う運搬排雪が必要で、そ
の区間は並行現道の約４割を占める。（直轄国道の運
搬排雪延長は山形県が本州１位）

○厳冬期間中の約４割で通行規制が発生。その実施は降
雪に左右されることから突然の通行規制が発生。

（図４，５）

出典：H24年度民間プローブ
［通常期］H24.4～H24.11の平均値
［冬 期］H25.1降雪日の値

図７ 旅行速度の状況

②迂回路が脆弱で唯一の幹線道路

⑤堆雪が沿道出入りの視認性を阻害
○対象区間は、冬期は堆雪により沿道出入りの車両等の

視認性が低下することにより、重大事故の発生割合が
増加。（写真３）

○周辺には大型車両が通行可能な迂回路がなく、唯一の
幹線道路。

③堆雪により道路幅が減少し、安静搬送や
救急搬送に支障

○積雪による車道幅員の減少や、積雪等による路面状況
の悪化、運搬排雪に伴う通行規制が要因で、冬期の速
度や定時制の低下が著しく、主要渋滞区間に指定され
ている。（図６、７）

④冬期の旅行速度と定時性の低下が顕著

○降雪による路面状況の悪化や堆雪による道路幅の減少
により、救急搬送に影響。

写真３ 堆雪が沿道出入りの視認性を阻害
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図６ 通常期、冬期の所要時間の変化

出典：H24年度民間プローブデータ
（通常期：H24.4～H24.11、冬期：H24.12～H25.03）

東北中央自動車道（昭和～金山）と並行する国道13号の区間の所要時間

図４ 運搬排雪区間延長※の状況
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しょうわ かねやま

東北中央自動車道（昭和～金山）における計画段階評価

４．対策案の検討

対応方針：案①（全線新設案）による対策が妥当
・路線名：一般国道13号

しんじょう しょうわ もがみ かねやま とびのもり

・区 間：山形県新庄市大字昭和～山形県最上郡金山町大字飛ノ森
・概略延長：約9km ・サービス速度：80㎞/h
・概ねのルート：図8の案①の通り

評価項目 自動車専用道路（サービス速度80㎞/h） 一般道路（サービス速度60㎞/h）

項目 指標 【案①】全線新設案（延長＝約 9㎞） 【案②】新設＋現道改良案（延長＝約10㎞） 【案③】現道改良案（延長＝約11㎞）

政
策
目
標

冬期交通環境の改善
運搬排雪などの

交通規制
・運搬排雪区間を回避可能

⇒軽減が大きい
○

・運搬排雪区間を回避可能
⇒軽減が大きい

○
・対応可能な堆雪幅の確保にとどまる

⇒軽減は小さい
△

信頼性の高い道路
ネットワークの確保

事故・災害による通行止めの影響
（待機や迂回）

・迂回路として機能
⇒影響が大きく改善

○
・部分的に迂回路として機能

⇒影響が緩和
△

・新たな道路は構築されない
⇒影響は残る

×

医療施設への速達性の
向上、安静搬送の実現

医療施設までの搬送時間や患者への負担
(信号交差点の影響)

・交差が制限される自動車専用道路を整備
⇒効果が大きく見込まれる

○
・交差が生じるが、部分的に一般道路を整備

⇒効果が見込まれる
△

・現況とほとんど変わらない
⇒効果はさほど見込まれない

×

地域連携の強化による
観光流動等の活性化

観光地への立寄箇所や滞在時間の増加
（広域的な時間短縮等）

・時間短縮が大きく定時性が向上
⇒増加が見込まれる

○
・時間短縮が小さく、定時性はあまり変わらない

⇒増加はさほど見込まれない
△

・時間短縮が小さく、定時性はあまり変わらない
⇒増加はさほど見込まれない

△

安全な道路環境の確保 交通事故の発生リスク
・自動車専用道路と現道で交通を分散

⇒軽減が大きい
○

・現道と交通を分散するが、一部残る
⇒軽減が望める

△
・現況とほとんど変わらない

⇒軽減はさほど見込めない
×

道
路
整
備
に
よ
る
影
響

生活環境 沿道家屋への影響
・集落等を回避

⇒影響は小さい
○

・集落等を一部通過
⇒影響がある

△
・沿線集落等を拡幅等により改良

⇒影響が特に大きい
×

自然環境 自然の改変
・全線において道路を新設

⇒改変がある
△

・ほとんどの区間で道路を新設
⇒改変がある

△
・全線で現在の国道を改良

⇒改変は小さい
○

早期効果の発現 発現の時期 ・部分的な効果発現が困難 △ ・部分的な効果発現が困難 △ ・開通したところから効果発現が見込める ○

工事の影響 現道交通への影響
・現道での規制が少ない

⇒影響はほとんどない
○

・部分的に現道改良
⇒影響がある

△
・ほぼ全線が現道改良

⇒影響が大きい
×

コスト 整備に要する費用 約２６０～３１０億円 約２３０～２８０億円 約２１０～２６０億円

（参考）当該事業の経緯
■地元調整の状況

・H25年11月：計画段階評価着手（第1回東北地方小委員会）

・H26年 1月：第1回アンケート（1/23～2/14）

・H26年 3月：第2回東北地方小委員会

・H26年 6月：第2回アンケート（6/16～7/7）

・H26年11月：対応方針(案)決定（第3回東北地方小委員会）

■地域の要望など

・H25年11月：山形県知事が官房副長官及び国土交通大臣に

早期事業化を要望

・H25年12月：秋田県知事が国土交通大臣に早期事業化を要望

・H26年 6月：秋田県知事が国土交通大臣に早期事業化を要望

・H26年11月：山形県知事、秋田県副知事、湯沢市長、新庄市長、

金山町長、真室川町長が官房長官・国土交通技監

及び財務主計官に要望

・H26年11月：秋田県知事が官房長官及び財務副大臣、

国土交通大臣に早期事業化を要望
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運搬排雪が必要な区間

防災点検要対策箇所

【案①】全線新設案

【案②】新設＋現道改良案

【案③】現道改良案

図８ 当該地域における対策案検討

【案①】全線新設案 延長 約９ｋｍ

【案②】新設＋現道改良案 延長 約１０ｋｍ

【案③】現道改良案 延長 約１１ｋｍ
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